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６．X線分析結果
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６．X線分析結果

① F-1断層 試掘坑A-1坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

① F 1断層 試掘坑A 1坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
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母岩では斜長石・石英が認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

① F-1断層 試掘坑A-1坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件
Target： Cu

① F 1断層 試掘坑A 1坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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凡 例

断層内物質では母岩の斜長石・石英は消失又は減少し，方
解石・黄鉄鉱が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

②-1 F-2断層 試掘坑G坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

② 1 F 2断層 試掘坑G坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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母岩では斜長石・黄銅鉱が認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

②-1 F-2断層 試掘坑G坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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② 1 F 2断層 試掘坑G坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

菱鉄鉱Side
第1ピーク

2θ=31.7°
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Filter： Ni
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菱マンガン鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約31.4°

菱鉄鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約32.0°

菱マンガン鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約51.7°
第3ピーク：2θ=約51.5°

菱鉄鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約52.9°
第3ピーク：2θ=約52.7°

断層内物質では母岩の斜長石・黄銅鉱は消失又は減少し 菱断層内物質では母岩の斜長石 黄銅鉱は消失又は減少し，菱
鉄鉱※1が生成されている。

※1：菱鉄鉱(Side)の同定について
○菱鉄鉱(FeCO3)の第1ピークは回折角2θ=31.7°で認められ，ICDDカード(P192～P193参照)に記載の菱

鉄鉱の標準回折角(2θ=約32.0°)及び菱マンガン鉱(MnCO3)の標準回折角(2θ=約31.4°)の中間の
角度となっている。

○しかし 本試料における菱鉄鉱の第2ピ ク(2θ 約52 5°)及び第3ピ ク(2θ 約52 3°)においては

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※2，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，

○しかし，本試料における菱鉄鉱の第2ピーク(2θ=約52.5°)及び第3ピーク(2θ=約52.3°)においては，
そのような状況は認められない。

○当該分析において認められるピーク位置は，いずれも菱鉄鉱等の標準回折角に対して，-0.3°～-0.4°程
度，一様にずれた位置となることから，記録紙への出力上の誤差が考えられ，当該誤差を考慮した鉱物の同
定を実施している。

○上記に基づき菱鉄鉱を同定しているものの，敷地近傍には菱鉄鉱と固溶体を形成しやすい菱マンガン鉱を産
出する稲倉石鉱山が位置することから，菱マンガン鉱が含まれている可能性も考えられる(P194参照)。

Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※2 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※3 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

②-2 F-2断層 試掘坑No 11坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

② 2 F 2断層 試掘坑No.11坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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母岩では斜長石・黄銅鉱が認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。



145145
６．X線分析結果

②-2 F-2断層 試掘坑No 11坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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② 2 F 2断層 試掘坑No.11坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

菱鉄鉱Side
第1ピーク
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処理条件：不定方位
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Filter： Ni
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菱マンガン鉱標準回折角
第1ピーク：2θ=約31.4°

菱鉄鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約32.0°

菱マンガン鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約51.7°
第3ピーク：2θ=約51.5°

菱鉄鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約52.9°
第3ピーク：2θ=約52.7°

断層内物質では母岩の斜長石・黄銅鉱は消失又は減少し 菱断層内物質では母岩の斜長石 黄銅鉱は消失又は減少し，菱
鉄鉱※1が生成されている。

※1：菱鉄鉱(Side)の同定について
○菱鉄鉱(FeCO3)の第1ピークは回折角2θ=31.7°で認められ，ICDDカード(P192～P193参照)に記載の菱

鉄鉱の標準回折角(2θ=約32.0°)及び菱マンガン鉱(MnCO3)の標準回折角(2θ=約31.4°)の中間の
角度となっている。

○しかし 本試料における菱鉄鉱の第2ピ ク(2θ 約52 5°)及び第3ピ ク(2θ 約52 3°)においては

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※2，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，

○しかし，本試料における菱鉄鉱の第2ピーク(2θ=約52.5°)及び第3ピーク(2θ=約52.3°)においては，
そのような状況は認められない。

○当該分析において認められるピーク位置は，いずれも菱鉄鉱等の標準回折角に対して，-0.3°～-0.4°程
度，一様にずれた位置となることから，記録紙への出力上の誤差が考えられ，当該誤差を考慮した鉱物の同
定を実施している。

○上記に基づき菱鉄鉱を同定しているものの，敷地近傍には菱鉄鉱と固溶体を形成しやすい菱マンガン鉱を産
出する稲倉石鉱山が位置することから，菱マンガン鉱が含まれている可能性も考えられる(P194参照)。

Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※2 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※3 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

③ F-3断層 試掘坑No 12坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

③ F 3断層 試掘坑No.12坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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母岩では斜長石・黄鉄鉱・クリストバライト・スメクタイトが認
められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

③ F-3断層 試掘坑No 12坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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菱鉄鉱Side
第1ピーク

2θ=31.6°

処理条件：不定方位
測定条件
Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°

③ F 3断層 試掘坑No.12坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)
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断層内物質では母岩の斜長石・黄鉄鉱・クリストバライト・スメ

石英標準回折角
第1ピーク：2θ=約26.7°
第2ピーク：2θ=約20.9°

菱マンガン鉱標準回折角
第1ピーク：2θ=約31.4°

菱鉄鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約32.0°

菱マンガン鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約51.7°
第3ピーク：2θ=約51.5°

菱鉄鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約52.9°
第3ピーク：2θ=約52.7°

クタイトは消失又は減少し，菱鉄鉱※1が生成されている。

※1：菱鉄鉱(Side)の同定について
○菱鉄鉱(FeCO3)の第1ピークは回折角2θ=31.6°で認められ，ICDDカード(P192～P193参照)に記載の菱

鉄鉱の標準回折角(2θ=約32.0°)よりも菱マンガン鉱(MnCO3)の標準回折角(2θ=約31.4°)に近接し
ている。

○しかし 本試料における菱鉄鉱の第2ピ ク(2θ 約52 5°)及び第3ピ ク(2θ 約52 3°)においては

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※2，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，

○しかし，本試料における菱鉄鉱の第2ピーク(2θ=約52.5°)及び第3ピーク(2θ=約52.3°)においては，
そのような状況は認められない。

○当該分析において認められるピーク位置は，いずれも石英，菱鉄鉱等の標準回折角に対して，-0.4°～
-0.5°程度，一様にずれた位置となることから，記録紙への出力上の誤差が考えられ，当該誤差を考慮した
鉱物の同定を実施している。

○上記に基づき菱鉄鉱を同定しているものの，敷地近傍には菱鉄鉱と固溶体を形成しやすい菱マンガン鉱を産
出する稲倉石鉱山が位置することから，菱マンガン鉱が含まれている可能性も考えられる(P194参照)。

Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※2 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※3 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

④ F-4断層 試掘坑No 4坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件
Target： Cu

④ F 4断層 試掘坑No.4坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

90

80

70

60 

Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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母岩では斜長石・黄鉄鉱・赤鉄鉱・スメクタイトが認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。



149149
６．X線分析結果

④ F-4断層 試掘坑No 4坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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90
処理条件：不定方位
測定条件
T t C

④ F 4断層 試掘坑No.4坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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凡 例

断層内物質では母岩の斜長石・黄鉄鉱・赤鉄鉱は消失又
は減少し，黄銅鉱・白雲母が生成されている。
スメクタイトは，やや減少している。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。



150150
６．X線分析結果

⑤-1 F-5断層 試掘坑H坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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90
処理条件：不定方位
測定条件

⑤ 1 F 5断層 試掘坑H坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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母岩では斜長石・黄銅鉱・クリストバライトが認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。



151151
６．X線分析結果

⑤-1 F-5断層 試掘坑H坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)

100

90

⑤ 1 F 5断層 試掘坑H坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

処理条件：不定方位
測定条件
Target： Cu
Filter： Ni
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Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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菱鉄鉱Side
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黄鉄鉱Py
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第3ピ ク
2θ=52.3°

第2ピーク
2θ=55.8°

2θ(度)

菱マンガン鉱標準回折角
第1ピーク：2θ=約31.4°

菱鉄鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約32 0°

菱マンガン鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約51.7°
第3ピーク：2θ=約51.5° 菱鉄鉱標準回折角

第2ピーク：2θ=約52.9°
第3ピ ク：2θ=約52 7°断層内物質では母岩の斜長石・黄銅鉱・クリストバライトは消

黄鉄鉱標準回折角
第2ピーク

2θ=約56.3°

黄鉄鉱標準回折角
第1ピーク：2θ=約33.1°

2θ=約32.0 第3ピーク：2θ=約52.7断層内物質では母岩の斜長石 黄銅鉱 クリストバライトは消
失又は減少し，菱鉄鉱※1・黄鉄鉱が生成されている。

※1：菱鉄鉱(Side)の同定について
○菱鉄鉱(FeCO3)の第1ピークは回折角2θ=31.6°で認められ，ICDDカード(P192～P193参照)に記載の菱

鉄鉱の標準回折角(2θ=約32.0°)よりも菱マンガン鉱(MnCO3)の標準回折角(2θ=約31.4°)に近接し
ている。

○しかし 本試料における菱鉄鉱の第2ピ ク(2θ 約52 5°)及び第3ピ ク(2θ 約52 3°)においては

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※2，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，

○しかし，本試料における菱鉄鉱の第2ピーク(2θ=約52.5°)及び第3ピーク(2θ=約52.3°)においては，
そのような状況は認められない。

○当該分析において認められるピーク位置は，いずれも菱鉄鉱，黄鉄鉱等の標準回折角に対して，-0.4°～
-0.6°程度，一様にずれた位置となることから，記録紙への出力上の誤差が考えられ，当該誤差を考慮した
鉱物の同定を実施している。

○上記に基づき菱鉄鉱を同定しているものの，敷地近傍には菱鉄鉱と固溶体を形成しやすい菱マンガン鉱を産
出する稲倉石鉱山が位置することから，菱マンガン鉱が含まれている可能性も考えられる(P194参照)。

Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※2 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※3 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。



152152
６．X線分析結果

⑤-2 F-5断層 試掘坑No 8坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

⑤ 2 F 5断層 試掘坑No.8坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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母岩では斜長石・クリストバライトが認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

⑤-2 F-5断層 試掘坑No 8坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

⑤ 2 F 5断層 試掘坑No.8坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)
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Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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凡 例

断層内物質では母岩の斜長石・クリストバライトは消失又は
減少し，スメクタイト・黄鉄鉱・黄銅鉱・石英が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

⑥ F-6断層 試掘坑A-2坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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処理条件：不定方位
測定条件

⑥ F 6断層 試掘坑A 2坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)
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測定条件
Target： Cu
Filter： Ni
Slit： 2°-2°
ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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母岩ではスメクタイト・黄鉄鉱が認められる。
凡 例

：母岩において認められ，断層内物質における消失又は減少が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※1，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，Gyp 石膏， ag 磁鉄鉱， y op y イ フィライト， us 白雲母，
Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※1 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※2 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。



155155
６．X線分析結果

⑥ F-6断層 試掘坑A-2坑 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)
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⑥ F 6断層 試掘坑A 2坑 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

処理条件：不定方位
測定条件
Target： Cu
Filter： Ni
Slit 2° 2°
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ScanSP： 2°/min
Range： 1K×1(×103cps)
Time constant： 1sec
ChartSP： 20mm/min
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※1：「Pyrophy(?)」について
F-7断層におけるボーリング孔3A-4孔等の分析結果を
考慮すると，クリノタイロライトの可能性も考えられる。

菱マンガン鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約31.4°

菱鉄鉱標準回折角
第1ピーク

2θ=約32.0°

菱マンガン鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約51.7°
第3ピーク：2θ=約51.5°

菱鉄鉱標準回折角
第2ピーク：2θ=約52.9°
第3ピーク：2θ=約52.7°

断層内物質では母岩のスメクタイト・黄鉄鉱は消失又は減少

石英標準回折角
第1ピーク：2θ=約26.7°
第2ピーク：2θ=約20.9°

断層内物質では母岩のスメクタイト 黄鉄鉱は消失又は減少
し，菱鉄鉱※2・石膏が生成されている。

※2：菱鉄鉱(Side)の同定について
○菱鉄鉱(FeCO3)の第1ピークは回折角2θ=31.5°で認められ，ICDDカード(P192～P193参照)に記載の菱

鉄鉱の標準回折角(2θ=約32.0°)よりも菱マンガン鉱(MnCO3)の標準回折角(2θ=約31.4°)に近接し
ている。

○しかし 本試料における菱鉄鉱の第2ピ ク(2θ 約52 4°)及び第3ピ ク(2θ 約52 2°)においては

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質における生成又は増加が顕著なピーク

Mo：モンモリロナイト※3，Pl：斜長石， Chalco：黄銅鉱， Py：黄鉄鉱，
Side：菱鉄鉱， Qz：石英， Cri：クリストバライト， Cal：方解石，
Gyp：石膏，Mag：磁鉄鉱，Pyrophy：パイロフィライト，Mus：白雲母，

○しかし，本試料における菱鉄鉱の第2ピーク(2θ=約52.4°)及び第3ピーク(2θ=約52.2°)においては，
そのような状況は認められない。

○当該分析において認められるピーク位置は，いずれも石英，菱鉄鉱等の標準回折角に対して，-0.5°～
-0.6°程度，一様にずれた位置となることから，記録紙への出力上の誤差が考えられ，当該誤差を考慮した
鉱物の同定を実施している。

○上記に基づき菱鉄鉱を同定しているものの，敷地近傍には菱鉄鉱と固溶体を形成しやすい菱マンガン鉱を産
出する稲倉石鉱山が位置することから，菱マンガン鉱が含まれている可能性も考えられる(P194参照)。

Lepido：レピドクロサイト，Hema：赤鉄鉱

※3 一覧表ではスメクタイトとして記載。
※4 全試料に概ね共通した一般的な鉱物としてMo，Pl，Chalco，Py，Side，Qz， Criが

認められ，そのほかの鉱物は稀又は同定が不確実なものである。
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６．X線分析結果

⑦-1 F-7断層 ボーリング孔3A-4孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 1 F 7断層 ボ リング孔3A 4孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3A-4孔(深度287.86m-287.89m) 母岩では石英・クリノタイロラ
イト・クリストバライト・トリディ
マイトが認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



157157
６．X線分析結果

⑦-1 F-7断層 ボーリング孔3A-4孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 1 F 7断層 ボ リング孔3A 4孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3A-4孔(深度287.79m-287.82m) 断層内物質では母岩の石英・
クリノタイロライト・クリストバラ
イト・トリディマイトは消失又は減
少し，スメクタイト・菱鉄鉱・黄
鉄鉱が生成されている鉄鉱が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



158158
６．X線分析結果

⑦-2 F-7断層 ボーリング孔3C-4孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 2 F 7断層 ボ リング孔3C 4孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3C-4孔(深度278.20m-278.25m) 母岩では石英・クリノタイロラ
イト・クリストバライト・トリディ
マイトが認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



159159
６．X線分析結果

⑦-2 F-7断層 ボーリング孔3C-4孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 2 F 7断層 ボ リング孔3C 4孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3C-4孔(深度278.46m-278.50m) 断層内物質では母岩の石英・
クリノタイロライト・クリストバラ
イト・トリディマイトは消失又は減
少し，スメクタイト・黄鉄鉱が生
成されている成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



160160
６．X線分析結果

⑦-3 F-7断層 ボーリング孔3E-2孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 3 F 7断層 ボ リング孔3E 2孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3E-2孔(深度250.00m-250.05m)
母岩では石英が認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



161161
６．X線分析結果

⑦-3 F-7断層 ボーリング孔3E-2孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 3 F 7断層 ボ リング孔3E 2孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3E-2孔(深度253.07m-253.17m)
断層内物質では母岩の石英は
消失又は減少し，スメクタイト・
方解石が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



162162
６．X線分析結果

⑦-4 F-7断層 ボーリング孔3-2孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 4 F 7断層 ボ リング孔3 2孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3-2孔(深度292.00m-292.06m) 母岩では斜長石・スメクタイ
トが認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



163163
６．X線分析結果

⑦-4 F-7断層 ボーリング孔3-2孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 4 F 7断層 ボ リング孔3 2孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3-2孔(深度292.73m-292.83m) 断層内物質では母岩の斜長
石・スメクタイトは消失又は減
少し，菱鉄鉱が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



164164
６．X線分析結果

⑦-5 F-7断層 ボーリング孔3J-4孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 5 F 7断層 ボ リング孔3J 4孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3J-4孔(深度286.20m-286.25m) 母岩では斜長石・スメクタイ
トが認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



165165
６．X線分析結果

⑦-5 F-7断層 ボーリング孔3J-4孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑦ 5 F 7断層 ボ リング孔3J 4孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3J-4孔(深度287.15m-287.29m) 断層内物質では母岩のスメク
タイトは減少し，菱鉄鉱が増加
している。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



166166
６．X線分析結果

⑧-1 F-8断層 ボーリング孔3J-5孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 1 F 8断層 ボ リング孔3J 5孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3J-5孔(深度176.40m-176.45m) 母岩では斜長石・スメクタイ
ト・菱鉄鉱が認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



167167
６．X線分析結果

⑧-1 F-8断層 ボーリング孔3J-5孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 1 F 8断層 ボ リング孔3J 5孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3J-5孔(深度176.20m-176.30m) 断層内物質では母岩の斜長
石・スメクタイトは減少し，黄鉄
鉱・方解石が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



168168
６．X線分析結果

⑧-2 F-8断層 ボーリング孔3H-1孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 2 F 8断層 ボ リング孔3H 1孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3H-1孔(深度76.53m-76.79m)

母岩では斜長石・石英が認
められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



169169
６．X線分析結果

⑧-2 F-8断層 ボーリング孔3H-1孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 2 F 8断層 ボ リング孔3H 1孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3H-1孔(深度76.59m-76.63m)

断層内物質では，菱鉄鉱が生
成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



170170
６．X線分析結果

⑧-3 F-8断層 ボーリング孔3H-5孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 3 F 8断層 ボ リング孔3H 5孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3H-5孔(深度127.17m-127.22m)
母岩では斜長石が認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



171171
６．X線分析結果

⑧-3 F-8断層 ボーリング孔3H-5孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 3 F 8断層 ボ リング孔3H 5孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3H-5孔(深度127.22m-127.25m)

断層内物質では母岩の斜長石
が減少し，石英・クリノタイロラ
イトが生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



172172
６．X線分析結果

⑧-4 F-8断層 ボーリング孔3L-4孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 4 F 8断層 ボ リング孔3L 4孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3L-4孔(深度239.23m-239.27m)
母岩では斜長石が認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



173173
６．X線分析結果

⑧-4 F-8断層 ボーリング孔3L-4孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑧ 4 F 8断層 ボ リング孔3L 4孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3L-4孔(深度239.28m-239.33m)

断層内物質では，スメクタイト・
菱鉄鉱・クリノタイロライトが生
成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



174174
６．X線分析結果

⑨ F-9断層 ボーリング孔3-1孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑨ F 9断層 ボ リング孔3 1孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3-1孔(深度235.95m-236.00m) 母岩では斜長石・カリ長石・
スメクタイトが認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



175175
６．X線分析結果

⑨ F-9断層 ボーリング孔3-1孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑨ F 9断層 ボ リング孔3 1孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

断層内物質では，母岩の斜長
石・カリ長石・スメクタイトは減
少し，菱鉄鉱・ドロマイトが生成
されている。

3-1孔(深度236.20m-236.30m)

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



176176
６．X線分析結果

⑩ F-10断層 ボーリング孔3H-1孔 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑩ F 10断層 ボ リング孔3H 1孔 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

3H-1孔(深度204.09m-204.15m) 母岩では斜長石・スメクタイ
トが認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



177177
６．X線分析結果

⑩ F-10断層 ボーリング孔3H-1孔 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑩ F 10断層 ボ リング孔3H 1孔 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

3H-1孔(深度203.83m-203.87m) 断層内物質では，母岩の斜長
石・スメクタイトは減少し，菱鉄
鉱が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



178178
６．X線分析結果

⑪-1 F-11断層 試掘坑No 4坑 【母岩】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 1 F 11断層 試掘坑No.4坑 【母岩】 部修正(H28/3/10審査会合)

母岩ではクリストバライト・トリ
ディマイト・石英・黄鉄鉱が認
められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



179179
６．X線分析結果

⑪-1 F-11断層 試掘坑No 4坑① 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 1 F 11断層 試掘坑No.4坑① 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

断層内物質では，母岩のクリス
トバライト・トリディマイト・黄鉄
鉱は減少し，石英・石膏が生成
されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



180180
６．X線分析結果

⑪-1 F-11断層 試掘坑No 4坑② 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 1 F 11断層 試掘坑No.4坑② 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

断層内物質では，母岩と大き
な差はなく，クリストバライト・ト
リディマイト・石英・黄鉄鉱が認
められる。黄鉄鉱がやや増加し
菱鉄鉱が生成されている菱鉄鉱が生成されている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



181181
６．X線分析結果

⑪-1 F-11断層 試掘坑No 4坑③ 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 1 F 11断層 試掘坑No.4坑③ 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

断層内物質では，母岩と大き
な差はなく，クリストバライト・ト
リディマイト・石英・黄鉄鉱が認
められる。菱鉄鉱が生成されて
いるいる。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Am：角閃石



182182
６．X線分析結果

⑪-1 F-11断層 試掘坑No 4坑④ 【断層内物質】 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 1 F 11断層 試掘坑No.4坑④ 【断層内物質】 部修正(H28/3/10審査会合)

断層内物質では，母岩と大き
な差はなく，クリストバライト・ト
リディマイト・石英・黄鉄鉱が認
められる。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石



183183

余白余白



184184
６．X線分析結果

⑪-2 F-11断層 ボーリング孔3E-4孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 2 F 11断層 ボ リング孔3E 4孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3E-4孔(深度37.31m-37.34m)
母岩では石英・オパールが認
められる。
石膏が認められるが，菱鉄
鉱や赤鉄鉱と共存していな
いので 採取後 コアの経年いので，採取後，コアの経年
変化に伴い生成されたもの
と推定される。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



185185
６．X線分析結果

⑪-2 F-11断層 ボーリング孔3E-4孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 2 F 11断層 ボ リング孔3E 4孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3E-4孔(深度37.35m-37.38m)

断層内物質では，母岩と大き
な差はなく，石英・オパールが
認められる。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



186186
６．X線分析結果

⑪-3 F-11断層 ボーリング孔3I-1孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 3 F 11断層 ボ リング孔3I 1孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3I-1孔(深度28.28m-28.33m)
母岩では石英・オパールが認
められる。
石膏が認められるが，菱鉄
鉱や赤鉄鉱と共存していな
いので 採取後 コアの経年いので，採取後，コアの経年
変化に伴い生成されたもの
と推定される。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



187187
６．X線分析結果

⑪-3 F-11断層 ボーリング孔3I-1孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 3 F 11断層 ボ リング孔3I 1孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3I-1孔(深度28.33m-28.35m)

断層内物質では，母岩と大き
な差はなく，石英・オパールが
認められる。
わずかにスメクタイトが増加し
ているている。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



188188
６．X線分析結果

⑪-4 F-11断層 ボーリング孔3I-6孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 4 F 11断層 ボ リング孔3I 6孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3I-6孔(深度104.35m-104.38m)
母岩では石英・オパール・緑
泥石が認められる。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



189189
６．X線分析結果

⑪-4 F-11断層 ボーリング孔3I-6孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 4 F 11断層 ボ リング孔3I 6孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3I-6孔(深度103.95m-104.00m)

断層内物質では，母岩と大き
な差はなく，石英が認められる。
緑泥石は確認されない。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



190190
６．X線分析結果

⑪-5 F-11断層 ボーリング孔3N-4孔 【母岩】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 5 F 11断層 ボ リング孔3N 4孔 【母岩】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3N-4孔(深度165.58m-165.62m)
母岩では石英・オパールが認
められる。
石膏が認められるが，菱鉄
鉱や赤鉄鉱と共存していな
いので 採取後 コアの経年いので，採取後，コアの経年
変化に伴い生成されたもの
と推定される。

凡 例

：母岩において認められ，断層

内物質における消失又は減少

が顕著なピーク顕著

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Op：オパール



191191
６．X線分析結果

⑪-5 F-11断層 ボーリング孔3N-4孔 【断層内物質】 (追加分析) 一部修正(H28/3/10審査会合)⑪ 5 F 11断層 ボ リング孔3N 4孔 【断層内物質】 (追加分析) 部修正(H28/3/10審査会合)

3N-4孔(深度165.75m-165.80m)

断層内物質では，母岩のオ
パールは消失又は減少し，斜
長石・角閃石が認められる。
石膏が認められるが，菱鉄鉱
や赤鉄鉱と共存していないのや赤鉄鉱と共存していないの
で，採取後，コアの経年変化に
伴い生成されたものと推定され
る。

凡 例

：母岩と比較して，断層内物質

における生成又は増加が顕著

なピーク

Sm：スメクタイト，Pl：斜長石，

Kf：カリ長石，Cpt：クリノタイロライト，

Py：黄鉄鉱，Sid：菱鉄鉱，

Qz：石英，Cri：クリストパライト，

T i トリデ マイト C l 方解石Tri：トリディマイト，Cal：方解石，

Gy：石膏，Dol：ドロマイト，

Mc：雲母類，Chl：緑泥石，

Am：角閃石，Op：オパール



192192
６．X線分析結果

⑫ ICDDカード (1/2)⑫ ICDDカード (1/2)

○1号及び2号炉調査時のX線分析結果における菱鉄鉱の同定手順の解説(P143，P145等)においては，最新のICDDカードを用いた。
○ICDDカードには，各鉱物ごとに定まる格子面間隔(d)，相対強度(Int)等が記載されており，ブラッグの式を用いて標準回折角を算出した。
○主な鉱物のICDDカード及び標準回折角を以下に示す。

【ブラッグの式】
nλ=2d×sinθ

n ：反射の次数=1n
λ
d

：反射の次数=1
：特性X線の波長(CuKα)=1.5417Å
：分析試料の格子面間隔(ICDDカードを参照)

鉱物

分子式

カード番号
X線波長(Å)
格子面間隔 相対強度 標準回折角

菱鉄鉱（Siderite）

FeCO3
29-0696
1.5417

鉱物

分子式

カード番号
X線波長(Å)
格子面間隔 相対強度 標準回折角

菱マンガン鉱（Rhodochrosite）

MnCO3
44-1472
1.5417

菱鉄鉱(Siderite) 格子面間隔 相対強度 標準回折角
d (Å) Int 2θ

3.593  25 24.8
2.795  100 32.0
2.346  20 38.4
2.134  20 42.4
1.965 20 46.2

格子面間隔 相対強度 標準回折角
d (Å) Int 2θ

3.667  29 24.3
2.850  100 31.4
2.395  15 37.6
2.178  19 41.5
2.005 17 45.2

菱鉄 ( )

1.965  20 46.2
1.7968 12 50.8
1.7382 30 52.7
1.7315 35 52.9
1.5063 14 61.6
1.4266 11 65.4
1.3548 11 69.4

2.005 17 45.2
1.8337 7 49.7
1.7734 23 51.5
1.7664 29 51.7
1.5375 8 60.2
1.3828 6 67.8

菱マンガン鉱(Rhodochrosite)

菱鉄鉱及び菱マンガン鉱の
標準回折角2θ(第1～第10ピーク)



193193
６．X線分析結果

⑫ ICDDカード (2/2)⑫ ICDDカード (2/2)

鉱物

分子式

黄鉄鉱（Pyrite）

FeS2

鉱物

分子式

石英（Quartz）

SiO2

黄鉄鉱(Pyrite)

分子式

カード番号
X線波長(Å)
格子面間隔 相対強度 標準回折角

d (Å) Int 2θ
3.128  31 28.5
2.7055 100 33.1

2

42-1340
1.5417

分子式

カード番号
X線波長(Å)
格子面間隔 相対強度 標準回折角

d (Å) Int 2θ
4.2550 16 20.9
3.3435 100 26.7

2

46-1045
1.5417

2.7055 100 33.1
2.4209 53 37.1
2.2107 40 40.8
1.9155 36 47.5
1.8060 1 50.5
1.6333 69 56.3
1.5639 11 59.1

3.3435 100 26.7
2.4569 9 36.6
2.2815 8 39.5
2.1277 6 42.5
1.8180 13 50.2
1.5415 9 60.0
1.3821 6 67.8

1.5023 13 61.7
1.4479 16 64.3

1.3750 7 68.2
1.3719 5 68.4

石英(Quartz)
石英及び黄鉄鉱の

標準回折角2θ(第1～第10ピーク)
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（参考）稲倉石鉱山について

文献レビュー(青柳 1968)

○敷地近傍の鉱床に関する文献である青柳(1968)「稲倉
石鉱山の鉱脈の配列規制の解明と選鉱操業の合理化に
ついて」をレビューした。

○青柳(1968)では 敷地から北北東の古平川流域にあ

文献レビュー(青柳，1968)

○青柳(1968)では，敷地から北北東の古平川流域にあっ
た，わが国最大のマンガン鉱山であった稲倉石鉱山の鉱
床について記載されている。

○鉱山周辺地域の地質はおもに中新世積丹層群よりなり，
下部層はおもに角礫凝灰岩よりなり，中部層は変朽安山
岩質集塊岩と変朽安山岩 上部層は凝灰岩と頁岩から岩質集塊岩と変朽安山岩，上部層は凝灰岩と頁岩から
なっているとされている。

○もっとも広大な分布を示すものは変朽安山岩であり，鉱
床は主として変朽安山岩に胚胎する低温性の浅熱水性
裂カ充填鉱床で，おもに菱マンガン鉱(MnCO3)よりなる
とされている

稲倉石鉱山
とされている。

○変朽安山岩のうち最も普通に分布するものは緑色を呈し
斑晶に富むものとされている。

○鉱脈中に見られる鉱物は主に菱マンガン鉱であり，概し
て数%以下のFe，Ca，Mgを含有し(Mn・Fe・Ca・・・)CO3

なる形で表わされる固溶体を形成しているとされている

泊発電所

なる形で表わされる固溶体を形成しているとされている。
○固溶するFeの多少は，菱マンガン鉱の晶出期と関係して

おり，5.0%以上のものがまず晶出し，最後に1.0%以下の
ものが晶出しているとされている。

積丹半島の地質図

○鉱床が主に胚胎される地層は，緑色変質を受けているこ
とおよび分布範囲から，敷地の基盤をなす地層である神
恵内層より下位の層準である新第三系下部～中部中新
統の古平層に対比されると考えられる。

○菱マンガン鉱は菱鉄鉱(FeCO3)を含んだ固溶体を形成し
ているとされていることから，敷地におけるX線分析の結
果において菱鉄鉱と判定される試料においても，菱マン
ガン鉱が含まれる可能性が考えられる。

地質柱状図(青柳(1968)に一部加筆)
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７．ボーリング調査結果拡大図
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(o)系(F-9断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)

【F-9断層の神恵内層下部層中での
せん滅に いて】

低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(o)系(F 9断層) / /

深度215.0m(標高-153.02m) 深度233.0m(標高-176.09m)

せん滅について】
○ボーリング調査3-1孔において，深

度236 2m付近の凝灰岩層に破砕度236.2m付近の凝灰岩層に破砕
部及び粘土の挟在が認められる。

○ボーリング調査3H-4孔において，
他のボ リング調査から推定される他のボーリング調査から推定される
F-9断層の延長部付近には，F-9
断層と同じ性状を示す断層は認め断層と同じ性状を示す断層は認め
られない。

深度225.0m(標高-163.02m)

深度239.0m(標高-182.09m)

：破砕部(深度236.20-236.30m)

：推定延長位置(深度約220m)

ボーリングコア写真(3H-4孔)
ボーリングコア写真(3-1孔)

：粘土部(深度236.20-236.30m)F-9断層
位置

※

置
9
断

層
位

置
F
-

※深度220.000～220.200m付近は，掘削に伴う肌落ち箇所で
あり 照明が届かな ために暗色とな て る

ボアホールテレビ画像(3H-4孔 深度218～222m) ボアホールテレビ画像(3-1孔 深度234～238m)

あり，照明が届かないために暗色となっている。
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(o)系(F-9断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(o)系(F 9断層) / /

【ボーリング調査結果：3-5孔】
○ボーリング調査から推定されるF-9断層の延長位置付近には，F-9断層と同じ性状を示す断層は認められない。
○F-9断層の推定延長部付近の上位の深度288.1～289.2m付近の劣化部は，角礫及び粘土からなり，走向・傾斜は，孔壁の観察から，

N36°E/18°E N66°E/22°Wを示し F-7断層の性状と同様であることから F-7断層と推定されるN36 E/18 E，N66 E/22 Wを示し，F-7断層の性状と同様であることから，F-7断層と推定される。

深度285.0m(標高-237.22m)

F 7断層位置F-7断層位置

②

①

置
7
断

層
位

置
F
-
7

①：N36°E/18°E

深度295.0m(標高-247.22m)

：破砕部(深度288.10-289.15m) ボアホールテレビ画像
(3 5孔 深度287 293 )

①：N36 E/18 E
②：N66°E/22°W

：F-9断層推定延長位置(深度290.0-292.0m付近)

：粘土部(深度288.35-288.50m)
(3-5孔 深度287～293m)

ボーリングコア写真(3-5孔)
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(o)系(F-9断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)

【ボーリング調査結果：3J-4孔】

低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(o)系(F 9断層) / /

○ボーリング調査から推定されるF-9断層の延長位置付近には，F-9断層と同じ性状を示す断層は認められない。
○F-9断層の推定延長部付近の上位の深度286.8～287.3m付近の劣化部は，角礫及び粘土からなり，走向・傾斜は，孔壁の観察から，

N82°W/38°Sを示し F-7断層の性状と同様であることから F-7断層と推定されるN82 W/38 Sを示し，F-7断層の性状と同様であることから，F-7断層と推定される。

深度284m(標高 236 57m)深度284m(標高-236.57m)

F-7断層位置F-7断層位置

深度293 (標高 245 57 )深度293m(標高-245.57m)

：破砕部(深度286.80-287.30m)

粘土部(深度286 80 287 30 )：粘土部(深度286.80-287.30m)

：F-9断層推定延長位置(深度291.0-293.0m付近)

ボーリングコア写真(3J-4孔)

ボアホールテレビ画像
(3J-4孔 深度285～293m)
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(o)系(F-10断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)一部修正(H28/3/10審査会合)

【F-10断層の神恵内層下部層中で
のせん滅に いて】

深度190.0m(標高-179.87m)

低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(o)系(F 10断層) / // /

深度265.0m(標高-213.92m)

のせん滅について】
○ボーリング調査3I-2孔において，

深度271 3m付近の凝灰岩層に，深度271.3m付近の凝灰岩層に，
破砕部及び粘土の挟在が認めら
れる。

○ボ リング調査3I 0孔において

F-10断層
位置

○ボーリング調査3I-0孔において，
他のボーリング調査から推定され
るF-10断層の延長部付近には，るF 10断層の延長部付近には，
F-10断層と同じ性状を示す断層
は認められない。

：推定延長位置(深度約197m)

深度205.0m(標高-194.87m)

：破砕部(深度271.30-271.37m)
粘土部(深度271 30 )

深度280.0m(標高-228.92m)

ボーリングコア写真(3I-0孔)
：粘土部(深度271.30m)

ボーリングコア写真(3I-2孔)

ボアホールテレビ画像(3I-0孔 深度195～199m) ボアホールテレビ画像(3I-2孔 深度270～274m)
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７．ボーリング調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(o)系(F-10断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)

． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(o)系(F 10断層) / /

【ボーリング調査結果：3-2孔】
○ボーリング調査から推定されるF-10断層の延長位置付近には，F-10断層と同じ性状を示す断層は認められない。
○F-10断層の推定延長部付近の上位の深度292.7～292.9m付近の劣化部は，角礫及び粘土からなり，走向・傾斜は，孔壁の観察か

ら N79°W/38°E N39°W/26°Wを示し F-7断層の性状と同様であることから F-7断層と推定される

深度290 0m(標高 236 07m)

ら，N79 W/38 E，N39 W/26 Wを示し，F-7断層の性状と同様であることから，F-7断層と推定される。

深度290.0m(標高-236.07m)

F-7断層位置F 7断層位置

②

深度300 0m(標高-246 07m)深度300.0m(標高-246.07m)

：破砕部(深度292.70-292.83m)

：粘土部(深度292 70-292 77m)

①

：粘土部(深度292.70-292.77m)

：F-10断層推定延長位置(深度295-297m付近)
ボアホールテレビ画像

①：N79°W/38°E
②：N39°W/26°W

ボーリングコア写真(3-2孔) (3-2孔 深度290～299m)
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(y)系(F-8断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)

【F-7断層の特徴】
・断層の形態：低角逆断層

低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(y)系(F 8断層) / /

深度235.0m(標高-224.44m)
層 形 低角逆 層

・走向・傾斜：N54°W/21°W(シュミットネットのピーク値)
・断層の性状：角礫，粘土，断層及び周辺の母岩は白色細脈が認められる

【F 8断層の特徴】【F-8断層の特徴】
・断層の形態：層面断層
・走向・傾斜：N50°W/45°W(シュミットネットのピーク値) 
・断層の性状：角礫から砂礫を主体とし一部粘土を伴う

F-8断層位置
(深度239 28-

【ボーリング調査結果：3L-4孔】
○深度239.2～239.4m付近にF-8断層，深度253.6～253.7m付近にF-7断層が

それぞれ認められる

(深度239.28-
239.33m)

それぞれ認められる。
○ボーリングコアで確認されたF-8断層の走向・傾斜はN45°W/44°W，F-7断層

の走向・傾斜はN17°W/6°W，N77°E/14°Wで，それぞれの断層の走向・傾
斜と調和的である斜と調和的である。

3L-4孔

F-7断層位置
(深度253.68-

253.70m)

F 8断層位置

3L-4孔 深度260.0m(標高-249.44m)

地質断面図(4Line)
：F-7断層位置

：F-8断層位置
深度 60.0 (標高 9. )

ボーリングコア写真(3L-4孔)

：破砕部 ：粘土部
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(y)系(F-8断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(y)系(F 8断層) / /

深度245.0m(標高-238.35m) 深度260 0m(標高-253 35m)深度245.0m(標高 238.35m) 深度260.0m(標高 253.35m)

F-8断層位置
深度260 0 (標高 253 35 )深度260.0m(標高-253.35m)

ボーリングコア写真(3M-4孔)

：F-7断層推定延長位置(深度247-249m付近)

ボ リングコア写真(3M 4孔)

深度285 0m(標高 278 35m)深度285.0m(標高-278.35m)

ボーリングコア写真(3M-4孔)

：破砕部(深度274.74-275.10m)
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

低角逆断層系(F-7断層)及び層面断層(y)系(F-8断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)低角逆断層系(F 7断層)及び層面断層(y)系(F 8断層) / /

ボアホールテレビ画像
(3M-4孔 深度245～251m)

②

①

①：N49°W/55°W
②：N83°E/32°W

ボアホールテレビ画像
(3M-4孔 深度272～278m)

② /
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７．ボーリング調査結果拡大図． リ グ調査結果拡大図

活動性評価(F-8断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)

深度90.0m(標高-9.07m)【ボーリング調査結果：3G-4孔】
○深度103 4 の神恵内層の下部層と

活動性評価(F 8断層) / /

深度95.0m(標高-27.04m)

○深度103.4mの神恵内層の下部層と
上部層の境界付近で，破砕部が認め
られる。られる。

【ボーリング調査結果：3F-4孔】
○他のボーリング調査から推定される

F 8断層の延長部付近には 同様のF-8断層の延長部付近には，同様の
性状を示す断層は認められない。 F-8断層

位置

深度105.0m(標高-24.07m)
：推定延長位置(深度約97m) ：破砕部(深度103 43m)

深度110.0m(標高-42.04m)

：推定延長位置(深度約97m)

ボーリングコア写真(3F-4孔)

：破砕部(深度103.43m)

ボーリングコア写真(3G-4孔)

置
8
断

層
位

置
F
-
8

ボアホールテレビ画像(3F-4孔 深度96～99m) ボアホールテレビ画像(3G-4孔 深度102～105m)
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８．開削調査結果拡大図
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８．開削調査結果拡大図．開削調査結果拡大図

開削調査結果(F-1断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)

○開削箇所におけるF-1断層は，走向・傾斜がN2°～20°W/43°～55°Wの逆断層で，基盤岩(神恵内層)を覆う礫層(岩内層下部)に変位を与えている(下図
①の範囲 P208写真C D)

開削調査結果(F 1断層) / /

①の範囲，P208写真C，D)。
○礫層の上に堆積している葉理の発達した砂層(岩内層上部)には，F-1断層による変位・変形は認められず，断層は岩内層中の不整合面で止まっている(下図②の

範囲，P208写真C，D)。
○砂層(岩内層上部)中に約10条の小規模な断層が認められる(P208写真E)が これらはF-1断層に連続するものではなく 下方への連続は岩内層中で消滅する○砂層(岩内層上部)中に約10条の小規模な断層が認められる(P208写真E)が，これらはF-1断層に連続するものではなく，下方への連続は岩内層中で消滅する

(下図③の範囲)。
○岩内層の上位には，Hm2段丘堆積物に対比される砂礫層が認められる(下図④の範囲，次頁写真A，B)。
○岩内層最上部及びHm2段丘堆積物に変位・変形は認められず(下図④の範囲) Hm2段丘堆積物の上位に分布する火山灰より フィッション・トラック法年代測定値○岩内層最上部及びHm2段丘堆積物に変位・変形は認められず(下図④の範囲)，Hm2段丘堆積物の上位に分布する火山灰より，フィッション・トラック法年代測定値

0.22±0.08Maが得られている(下図⑤の範囲)。

SK 1

○岩内層最上部及びHm2段丘堆積物に変位・変形は認められないことから，F-1断層は，後期更新世以降の活動は認められない。

砂層(岩内層上部)

SK.1
SK.3

③
⑤ ⑤

拡大スケッチ位置(SK.1)
拡大スケッチ位置(SK.3)

不整合面

②

⑤ ⑤

⑤

岩内層

神恵内層

礫層(岩内層下部)

SK.2

④

①

⑤

Hm2
段丘堆積物

Hm2段丘堆積物

SK.2

③
B

A

E

岩内層

礫層(岩内層下部)

砂層(岩内層上部)

③
D C

B
A

神恵内層

礫層(岩内層下部)

神恵内層

①

② ④

拡大スケッチ位置(SK.2)

○ 写真撮影方向

F-1断層露頭スケッチ

○：写真撮影方向



207207
８．開削調査結果拡大図．開削調査結果拡大図

開削調査結果(F-1断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)開削調査結果(F 1断層) / /

Hm2段丘堆積物

Hm2段丘堆積物に
対比される砂礫層
が認められる。

岩内層岩内層

葉理の発達した砂層

写真A 南側側壁全景

Hm2段丘堆積物に
対比される砂礫層
が認められるHm2段丘堆積物 が認められる。Hm2段丘堆積物

岩内層

葉理の発達した砂層

写真B 北側側壁全景



208208
８．開削調査結果拡大図．開削調査結果拡大図

開削調査結果(F-1断層) 一部修正(H28/3/10審査会合)開削調査結果(F 1断層) / /

写真C SK.1近景写真C SK.1近景

写真D SK.2近景 写真E SK.3近景
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(1)町田洋・新井房夫(2011)：新編 火山灰アトラス 東京大学出版会
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